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Crucifixus etiam pro nobis:
 sub Pontio Pilato passus, et sepultus est.

その方はさらに、 わたしたちのために十字架につけられ、
　ポンツィオ ・ ピラトの下で苦しみを受け、 葬られました 

Et resurrexit tertia die, secundum Scripturas.
Et ascendit in coelum: sedet ad dexteram Patris.
Et iterum venturus est cum gloria, 
 judicare vivos,et mortuos:
 cujus regni non erit finis. 
Et in Spiritum Sanctum, Dominum,et vivificantem:
 qui ex Patre Filioque procedit.
Qui cum Patre et Filio simul adoratur, et conglorificatur:
 qui locutus est per Prophetas.

そして、 主は聖書にあるように三日目に復活されました
そして、 天に昇り、 父なる神の右に座して居られます
そして、 ふたたび栄光とともに来られ、
 生きている者たちと、 死者たちを裁かれます ：
 その方の王国には終わりはありません
そして、 わたしは信じます、 主である聖霊を、 生命の与え主を
　その聖霊は父なる神とその息子から出ています
聖霊は、 父なる神と息子とともに崇拝され、　讃えられます ：
  聖霊は預言者を通して語られました

Et unam sanctam catholicam et apostolicam Ecclesiam.
Confiteor unum baptisma in remissionem　peccatorum.
Et expecto resurrectionem mortuorum. 
Et vitam venturi saeculi. Amen.

そして、 わたしは信じます、 唯一の聖なるカトリックの使徒の教会を
わたしは、 罪の赦しのための唯一の洗礼を認めます
そして、 わたしは死者の復活を待ち望みます
そして来世の生命を アーメン 

AGNUS DEI

Agnus Dei,qui tollis peccata mundi:miserere nobis. 
Agnus Dei,qui tollis peccata mundi:dona nobis pacem.

世の罪を取り除きくださる神の小羊、 主よ、 私たちを憐みください
世の罪を取り除きくださる神の子羊、 主よ、 私たちに平和をお与えください

（AGNUS DEI は作曲されていない）

注）　“ミサ通常文” 中で作曲されていない CREDO の一部と Agnus Dei のテキストを参考のために掲載しました。

中山晋平 10 のメロディー歌詞

だれ

からかさ

雨降りお月さん　雲の蔭

お嫁にゆくときゃ　誰とゆく

ひとりで傘　　さしてゆく
傘ないときゃ　誰とゆく
シャラ　シャラ　シャン　シャン
鈴付けた
お馬にゆられて　濡れてゆく

急がにゃお馬よ　夜が明けよう
手綱の下から　ちょいと見たら
お袖でお顔を　隠してる
お袖は濡れても　干しゃ乾く
雨降りお月さん　雲の蔭
お馬にゆられて　濡れてゆく

雨降りお月さん （野口雨情 作詞）

雲のかげ ( 野口雨情 作詞 )

砂山 ( 北原白秋　作詞 )

海は荒海　向うは佐渡よ

すずめ啼け啼け　もう日はくれた
みんな呼べ呼べ　お星さま出たぞ

暮れりゃ　砂山　汐鳴りばかり
すずめちりぢり　　また風荒れる
みんなちりぢり　　もう誰も見えぬ

かえろかえろよ　　茱萸原わけて
すずめさよなら　　さよなら　あした
海よさよなら　　　 さよなら　あした

しお

なな

ぐみはら

黄金虫 ( 野口雨情　作詞 )

黄金虫は　金持ちだ
かねぐら建てた　くら建てた
飴屋で水飴　買つて来た

黄金虫は　金持ちだ
かねぐら建てた　くら建てた
子供に水飴　なめさせた

しゃぼん玉 （野口雨情　作詞）

しゃぼん玉　とんだ
屋根までとんだ
屋根までとんで
こわれて消えた

しゃぼん玉　消えた

飛ばずに消えた
うまれてすぐに
こわれて消えた

風　風　吹くな
しゃぼん玉　とばそ

と

てんてんてんまり　てん手まり
てんてん手まりの　手がそれて
どこから　どこまでとんでった
垣根をこえて　屋根こえて
おもての通りへ　とんでったとんでった

おもての行列　なんじゃいな
紀州の殿さま　お国入り

金紋先箱　ともぞろい
おかごのそばには　ひげやっこ

毛槍をふりふり　やっこらさのやっこらさ

てんてん手まりは　てんころり
はずんでおかごの　屋根の上
「もしもし紀州の　お殿様
あなたのお国の　みかん山
わたしに見させて　くださいなくださいな」

おかごは行きます　東海道
東海道は　松並木
とまりとまりで　日が暮れて
一年たっても　もどりゃせぬ
三年たっても　もどりゃせぬもどりゃせぬ

てんてん手まりは　殿さまに
だかれてはるばる　旅をして
紀州はよい国　日の光り
山のみかんに　なったげな
赤いみかんに　なったげななったげな

きんもんさきばこ

けやり

鞠と殿さま （西条八十　作詞）
まり

CrCrCrCrC uucucuuciffififfixxixixxususususus eeetittitit ammamamm ppppprororooro nnnnnoboobobobisisisisis:::
sssssububububub PPPPPononnonntitititio ooo o PiPPiPPilaalalaatototooto pppasaasasa sususususus,sss,s, eeeeet tt tt sesesesesepupupupupulttlttltususususus eeestsstsst.

そのそのそのそのその方は方は方は方は方はさらさらさらさらさらに、に、に、にに わたわたわたわたわたしたしたしたしたしたちのちのちのちのちのためためためためために十に十に十に十に十字架字架字架字架字架につにつにつにつにつけらけらけらけらけられ、れ、れ、れれ
ポポポポポンツンツンツンツンツィオィオィオィオィオ ・ ピピ・ ピ・ ピピラトラトラトラトラトの下の下の下の下の下で苦で苦で苦で苦で苦しみしみしみしみしみを受を受を受を受を受け、け、け、けけ 葬ら葬ら葬ら葬ら葬られまれまれまれまれましたしたしたしたした 

EtEt rrresessururrrereexixix t tt tetetertrtiaia ddieie, , seses cucuc ndndumumu SScrcripipptututurararas.s.s
EtEt aaascsccenendidiit tt ininin cccoeoeelulum:m:m ssededdetett aad dd dedextxterereramamm PPPatattriris.s
EtEt iiteteerururumm m veventntn ururu usus eeeststt ccumumum ggloloriria,a  
jjjudddici are viivos, tet mortut os:
ccujujujusus rregege nini nnnononn eeeririt t t fifininis.s.s  

EtEtE iiin n SpSppiriritititumumm SSSananctcttumum, DoDomimim nunun m,m,m etett vvvivivivififi iciccanannteteem:m:m
qqquiuiu eex x PaPaPatrtrt e ee FiFililioqoqo ueue ppprorooceceedidid t.tt

QuQQ i ii cum PaP trt e ett FFFilillioi  simi ull adod ratut r, ettt conglol riifificatut r:
qquiui loco utus eest per Prophettas.

そしそしそして、て、て、 主は主は主 聖書聖書聖 にあにああるよるよようにうに三日三日目に目に目に復活復活されされされましましま たた
そしそしして、てて 天に天にに昇り昇り昇り、 父父なるなるなる神の神の右に右に座し座し座 て居て居て居られられられますますま
そしそして、て ふたふたふ たびたび栄光栄光栄光とととともにもにもに来ら来来られ、れ
生生生きてきてきているいるいる者た者た者たちとちとと、 死死死者た者たたちをちをち 裁か裁か裁かれまれまれ す ：す ：
そそその方の方の方の王の王国に国に国 は終は終は わりわりわ はあはあは りまりませんせんせん

そしそして、て、て わたわたしはしはし 信じ信じ信 ますます、 主、 主主であである聖る聖る聖霊を霊を霊 、 生、 生生命の命の与え与え主を主をを
そそその聖の聖聖霊は霊は霊は父な父ななる神る神とそとそその息の息の息子か子か子から出ら出ら ていていていますます

聖霊聖霊聖 は、はは 父な父な父なる神る神る と息と息と息子と子子とともとももに崇に崇崇拝さ拝さ拝 れ、れ 讃讃えらえらえ れまれます ：すす
  聖霊聖霊は預は預は預言者言者言者を通を通を通して語ら語られまれれましたし

EtEtE uunananam mm sasaancncctataam mm cacacaththt ololo iciccamamm eet t apapa ososo totoolilicacac m mm EcEcclclesessiaiaam.mm
CoCoC nfnfn ititteoeoor r unununumumum bbapapa titismsma a inin rrememe isissisiononnememem ppececcacaatotot rurur m.mm
EtEE  expecto resurrectionem mortuorum. 
EtEtE vvvititamamm vvvenenntutut riri ssaeaecucuulili.. AmAmmenenen..

そしそしそして、てて わたわたわ しはしはは信じ信じ信じますますす、 唯唯一の一の一の聖な聖な聖なるカるカるカトリトリックックの使の使使徒の徒のの教会教会教 をを
わたわたわたしはしはし 、 罪罪の赦の赦赦しのしのしのためためた の唯の唯の唯一ののの洗礼洗礼洗礼を認を認を認めまめまめますすす
そしそしそ て、 わたわたわ しはしはは死者死者死者の復の復の 活を活を活 待ち待ち待 望み望みみますます
そしそしそして来て来て来世の世の世の生命生命生命を を を アーアア メンメンメン 

AGAGNUNUUSS DEDED II

AgAgAgnununus s DeDei,i ququq i i totoolllll isiss pppecececcacac tata mmmununu didi:m:misisererereree nonobibis.s  
AgAgnununus s DeDeei,i ququq i i totoolllll isis ppecececcacac tatat mmmununundididi:d:donono a a nonon bibiis s papacecem.mm

世の世の世の罪を罪を罪を取り取りり除き除ききくだくだくださるさるる神の神の神 小羊小羊小羊、 主主主よ、よよ 私た私た私 ちをちをちを憐み憐み憐みくだくださいさいさい
世の世の世 罪を罪を罪 取り取りり除き除き除 くだくだださるさるる神の神の神の子羊子羊子羊、 主主主よ、よ 私た私た私 ちにちにに平和平和和をおをおを 与え与え与えくだくだく さいさいさい

（A（A（ GNGNGNUSUSS DDDEIEIE は作は作曲さ曲されてれてていないない）い）い

注）注） ““ミサミサミサ通常通常通常文”文”文” 中で中で作曲作曲作 されされていていていないないな CRCREDEDO のO のの一部部部と Aと Aと Agngnususu DDDeiei のテのテテキスキスキストをトをト 参考参考考のたのためにめにに掲載掲載掲載しましましたしたた。

中中中山山山晋晋晋平平平 1100 のののメメメロロロデデディィーーー歌歌歌詞詞

だれ

からかさ

雨降雨降雨降りおりおりお月さ月さん　ん 雲の雲の雲 蔭蔭

お嫁お嫁お嫁にゆにゆにゆくとくとくときゃきき 誰誰とゆとゆゆくく

ひとひとりでりでで傘　傘傘 さささしてしてし ゆくゆくゆ
傘な傘な傘ないとい きゃゃ 誰誰誰とゆゆくくく
シャシャャラ　ララ シャシャシャラ　ララ シャシャャンンン シャシャャンンン
鈴付鈴付けたけたけた
お馬お馬お馬にゆにゆにゆられられれて　て 濡れ濡れれてゆてゆくく

急が急が急がにゃにゃお馬お馬お馬よ　よよ 夜が夜が夜が明け明けけようようよう
手綱手綱の下の下の下からからか ちちちょいいと見と見たらたらたら
お袖お袖袖でおお顔を顔を顔 隠隠隠してしてるる
お袖お袖お袖は濡は濡は れてれてれ も　も 干し干ししゃ乾ゃ乾乾くくく
雨降雨降りおりおりお月さ月さ月 ん　ん 雲の雲の雲の蔭蔭蔭
お馬お馬馬にゆにゆゆられられられて　てて 濡れ濡れれてゆてゆてゆくく

雨降雨降りおりおり 月さ月さ月 ん （ん （ん 野口野口口雨情雨情雨 作作作詞）詞）詞

雲の雲の雲のかげかげか ( 野( 野( 野口雨口雨雨情 情情 作詞作詞 ))

砂山砂山砂 ( 北( 北北原白原白白秋　秋秋 作詞作詞 )))

海は海は荒海荒海海 向向うはうはは佐渡佐渡渡よよ

すずすずすずめ啼め啼け啼け啼け啼け　けけ もうもうもう日は日は日はくれくれくれたた
みんんなな呼な呼べ呼べ呼呼べ　お星星お星さまさま出た出たぞぞぞ

暮れ暮れれりゃりゃ 砂砂砂山山山 汐鳴汐鳴鳴りばりばり かりかり
すずすずすずめちめちりぢりぢり りり ままた風た風た風荒れ荒れるるる
みんみんみんなちなちなちりぢりぢぢりり ももう誰う誰う も見も見も見えぬえぬえぬ

かえかえかえろかろかろ えろえろよ　よよ 茱茱萸原萸原萸 わけわけけててて
すずすずずめさめささよなよなよ ら　ら ささよなよななら　ら あしあしあ たたた
海よ海よ海よさよさよさよならならな 　　　 さよさよよならならなら あああしたした

しおしお

なな

ぐみはらぐみはらぐみは

黄金黄金虫 虫 (( 野口野口雨情雨情雨 作作作詞 )詞 )詞

黄金黄金虫は虫は虫は 金金持ち持ち持ちだだだ
かねかねかねぐらぐら建て建て建てたたた くらくら建て建て建 たた
飴屋飴屋飴 で水で水飴　飴飴 買つ買つ買 て来て来来たたた

黄金黄金黄 虫は虫はは 金金持ち持ち持ちだだだ
かねかねかねぐらぐらぐら建て建て建てたた くらくらら建て建て建 たたた
子供子供子供に水に水に水飴　飴飴 なめなめな させさせさせたた

しゃしゃぼんぼんん玉 （玉 （野口野口野口雨情雨情雨情 作作作詞）詞）詞）

しゃしし ぼんぼん玉　玉玉 とんとんと だだだ
屋根屋根屋根までまでまでとんとんだだ
屋根屋根屋根までまでまでとんとんでで
こわこわわれてれて消え消え消 たたた

ししゃし ぼんぼんぼん玉　玉玉 消え消え消 たた

飛ば飛ば飛 ずにずにず 消え消えたた
うまうまう れてれてれ すぐすぐにに
こわこわこ れてれて消え消え消 たたた

風風風 風風風 吹く吹く吹 なな
しゃしゃし ぼんぼんぼん玉　玉 とばとばそそそ

と

てんてんんてんてんて てんてんて まりまり ててん手ん手手まりまりま
てんてんてんてんてんて 手ま手ま手まりのりのりの 手手手がそがそがそれてれてれ
どこどどこからからか どどこまこまでとでととんでんんでったった
垣根垣根をこをこを えてえてて 屋屋根こ根こ根こえてえてて
おもおもおもてのてのの通り通り通 へへ とんとんと でっでっでったとたとた んでんでったったた

おもおもてのてのて 行列行列行列 なななんじんじゃいいなな
紀州紀州州の殿殿殿さまさま おおお国入国入りり

金紋金紋先箱先箱 ととともぞもぞもぞろいろ
おかおかお ごのごのごのそばそばばにはにはには ひひげやげやげやっこっこ

毛槍毛槍槍をふをふをふりふりふりふり　りり やっやっや こらこららさのさのさ やっやっこらこらこ ささ

てんてんてんてんて 手ま手ま手まりはりはは てててんこんこんころりろりろり
はずはずんでんん おかおかおかごのごご 屋屋根の根 上上
「もももしもしもしもし紀し紀紀州の州の おおお殿様殿様様
あなあなあ たのたののお国お国お国の　の みかみかみかん山ん山ん山
わたわたしにしにに見さ見さ見させてせてせ くくださだささいないなくだくだださいさいさいな」な」な

おかおかお ごはごはは行き行き行きますますす 東東東海道海道道
東海東海道は道は 松松松並木並木
とまとまと りとりとまりまりま で　でで 日が日が日が暮れ暮れてて
一年年年たったた てもてもて ももどりどりど ゃせゃせぬぬぬ
三年三年年たったた てもも もももどりどりど ゃせせせぬもぬもどりどりゃせせせぬぬぬ

てんてんんてんてんてん手ま手ま手まりはりはりは 殿殿さまさまににに
だかだかれてれてれてはるはるるばるばるばる 旅旅をしをしをしててて
紀州紀州紀 はよはよはよい国い国い 日日の光の光の光りり
山の山の山 みかみかかんにんん なななったったげなげな
赤い赤い赤いみかみかんにんにんに ななったったったげなげなげななっなっな たげたげげなな

きんもんさきばこ

けやりけやりけやり

鞠と鞠とと殿さ殿さ殿 ま （ま （ま 西条西条西 八十八十 作作作詞）詞）
まりまりまり









練習指導者
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